
上田市教育委員会４月定例会会議録

１ 日 時

令和２年４月１４日（火） 午後３時００分から午後４時０２分まで

２ 場 所

上田駅前ビルパレオ５階 上田市教育委員会 第一会議室

３ 出席者

○ 委 員

教 育 長 峯 村 秀 則

教育長職務代理者 北 沢 秀 雄

委 員 平 田 利江子

委 員 横 関 妙 子

○ 説 明 員

中澤教育次長、池田教育参事、山賀教育総務課長、翠川教育施設整備室長、小坂第一学校給

食センター所長、武捨第二学校給食センター所長、深町丸子学校給食センター所長、緑川学

校教育課長、竜野生涯学習・文化財課長、西嶋人権同和教育政策幹、小泉中央公民館長、小

山西部公民館長、村山城南公民館長、馬場上野が丘公民館長、酒井塩田公民館長、唐澤川西

公民館長、浅野上田図書館長、柳原上田情報ライブラリー館長、滝澤上田市立博物館長、池

田スポーツ推進課長、青木丸子地域教育事務所長、宮崎真田地域教育事務所長、樋口武石地

域教育事務所長、久保田交流文化芸術センター副館長、清水上田市立美術館長
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１ あいさつ

本日の定例会は主にコロナウイルス対策について各所属の内容を報告するので、御意見を

いただきたい。

それではまずははじめに事務局職員の自己紹介だが、４月１日付で着任された新しい所属

長に自己紹介をお願いしたい。

２ 協議事項

(１)新型コロナウイルス感染症に係る休業中の状況について

峯村教育長

新型コロナウイルスの感染症に係る各所属の状況についてお話をいただきたい。私の方から

指名をさせていただく。

翠川教育施設整備室長

学校の体育館と校庭の関係だが、これを社会教育のために学校開放という事業として条例で

定めて行っている。これに関して、まずは先月中の３月３１日まで一旦３月の臨時休校を受け

て学校開放を中止している。その後４月に入って入学式という段取りだったが、学校がコロナ

ウイルスの感染源にならない、学校を守るという観点から４月も引き続き中止をしている。と

りあえず今のところ４月３０日までということで中止をしている。

池田スポーツ推進課長

スポーツ施設の関係の対応は、本部の決定に基づいて、屋内施設については基本的に閉鎖を

している。また、屋外については、指定管理者に委託している上田・丸子・武石のマレットゴ

ルフ場については、休憩スペースがあるのでそこの部分を一部閉鎖という形で対応をとってい

る。それぞれの施設に看板等々で周知を図り、予約が入っている皆さんにはそれぞれ個別に連

絡をして対応をとっている。また、関係する上田市体育協会、上田スポーツ少年団、上田市総

合型地域スポーツクラブに対してもこの２週間ということで２４日まで同様の対応をとるよう

に協力依頼をしている。指定管理者に対しても同様に依頼をしている。なお、大会あるいは各

教室をそれぞれ支援しているが、市の開催については基本的に中止あるいは延期をという対応、

他のところの主催のものについてもそれぞれ体育協会等々にそれぞれ同様の対応を取ってもら

っている。

浅野上田図書館長

市内の図書館は４月１１日（土）から当面の間休館をしている。施設の範囲は、上田図書館、

情報ライブラリー、丸子図書館、真田図書館、創造館分室。ただし、館内のブックポストへの

本の返却と、４月１０日までに受けた予約本の受け渡しのサービスは行っている。これはエコ

ールの館内で他市の図書館でその本を予約で待っている方がその後いると本が回らなくなって

しまうということがあり、そこの部分だけはやっている。ただ、４月１１日以降市内の図書館

渡しの新規の予約受付は行わないという措置をとっている。また創造館分室だが、建物自体が

広域のものということもあり、全体が閉まってしまっているので、本の返却・予約本の受け渡

しはしていない。移動図書館車も本の返却と予約本の受け渡しのみ行っている。図書館の利用

者団体、ボランティアも図書館利用は控えていただいている。あと、情報ライブラリーは証明

の発行業務もあり、そちらはこれまで通り行っている。最後にエコール管内の他市の図書館だ

が、こちらも現在すべて休館という状況である。
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滝澤上田市立博物館長

上田城跡公園内の本館並びに国分寺資料館は４月１１日から当面の間休館している。それに

先立ち、丸子郷土博物館は公文書館と足並みをそろえるために４月９日から休館となっている。

また観光の拠点でもある上田城櫓についてもシルバ人材センターへの委託であるが、そちらも

同様の理由で閉館している。

小泉中央公民館長

現在市内の公民館はすべての施設において閉館の処置を講じている。急な閉館だったことか

ら、２・３日の間は利用者とのトラブルが生じないよう閉館の周知期間と位置づけ、ゆるやか

な閉館対応を行った。現在のところトラブル等は特に確認できていない。また直近の利用者に

ついては、電話で閉館の連絡を行うとともに、すべての利用者団体宛てに閉館のお知らせを通

知している。

閉館中は原則的に施設の利用は不可としているが、上田市あるいは自治会や分館といった公

的な組織が公的な目的により施設の利用を求めた場合、弾力的な取り扱いをすることにしてい

る。先日も中央公民館においては祇園祭の実施についての協議が行われた。ただし、主催者の

責任で会議を開催してもらうことにしており、その際当然のことであるが換気をよくし、利用

者の距離を開けるなど感染対策を取ってもらっている。また公民館で用意したチェックシート、

例えば海外帰国者や発熱の症状があるか等確認の上署名したものを公民館に提出してもらって

いる。また、不特定多数の参加者が集まる会議については原則禁止をしているので、参加者の

名前・連絡等が把握できているか等の確認を行うというようにしている。

施設の利用申請については、この閉鎖期間の間受付は行わないことにしている。また公民館

の自主事業については５月まで中止または延期としている。６月以降の実施についてもまたタ

イミングを見計らってその都度協議を行ってまいりたい。

３月末以降、自主的に利用者団体の方から利用を控える連絡が相次いでおり、中央公民館の

例でいうとその時点で通常の１/４程度に減っていた。

武捨第二給食センター所長

３センターの状況について代表して報告する。

まず、食材の関係だが、主食と牛乳についてはキャンセルがかからなかったのが９・１０日

の分の約２２，０００食となり、金額にしておおむね２００万円くらいの廃棄の量とはなるが、

牛乳等についてまだ賞味期限があるので現在も引受先というか譲渡先を探している状況。それ

以外の野菜や精肉等、これがセンター分として総量で約７００ｋｇ、約４０万円分あった。こ

のうち、センター職員あるいは市役所各課や学校職員の購入などにより５５０㎏、２０万円分

の食材を販売することができた。残り約 1５０ｋｇ、２０万円についてはやむを得ず廃棄処分

となっている。

また、現在のセンター職員の状況であるが、普段はなかなかできないセンター内の整備を行

うとともに、講習会を実施している。また、今後のマスク不足に備えて、布製マスクの作成な

どを行っている。

久保田交流文化芸術センター副館長

サントミューゼは、交流文化芸術センターと美術館との複合施設となっている。閉館の期間

については４月１０日から連休明けの５月７日までとしている。サントミューゼは主に市民の

方が利用する他の公共施設と違い、遠方からの来客者が多いということで、ゴールデンウィー
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ク明けの５月７日まで閉館とした。ただし窓口業務については休館日を除き、午前９時から午

後７時までチケットの払い戻しと会場使用料の払い戻しの業務に限って対応している。

交流文化芸術センターの自主事業については、現在４月末までの事業を中止または延期とし

ているが、５月以降の自主事業についても現在検討中である。

清水上田市立美術館長

サントミューゼの一部なのでただ今の報告と一緒だが、美術館独自としては、臨時休館とな

る前から人が集まるイベント等はすべて中止または延期としていた。５月いっぱい位までを目

途に中止している。またそれ以外の貸館で使う市民の展示会は主催者が判断になったが、休館

ということでこの間は中止にし、この先も中止ということで連絡がなされている。休館ととも

に展覧会のほうも中止となっている。

峯村教育長

以上、休館閉館等については対策本部会議で了承を受け、市のメールで配信をしている。

ただ今の説明について御質問御意見があったらお出しいただきたい。

北沢委員

上田市内の公共施設を中心に御説明いただいた。この４月８日に上田市内でコロナウイルス

の感染者が確認されたということで、それに伴って今考えられる最大限の適切な対応をとって

いると思う。

ほとんどの施設が閉館、行事等については中止・延期というように説明されたと思うが、サ

ントミューゼについてだけ５月７日という期日が発表された。他の公民館、図書館、スポーツ

施設等々は、「当面の間」「適切な時期に判断」というような説明だったと思うが、５月７日

という根拠の説明をお願いしたい。

久保田交流文化芸術センター副館長

サントミューゼについては先ほど申し上げたように市民が多く使う他の公共施設と違い、市

外からまた県外からのお客様がみえられるということで、最大限安全策をとり、特にゴールデ

ンウィーク中にホールや美術館の事業等を見学に来る方も想定されることから、他の同類の施

設等の休館日を勘案し、部内で検討した結果、５月７日までということで設定した。

北沢委員

確認だが、状況が変化すれば５月７日がさらに伸びるという可能性もあると認識していてよ

いか。

久保田交流文化芸術センター副館長

最初、市のコロナ対策の関係では、期間を「当面の間」と表示するとのことだったが、サン

トミューゼについてはやはり遠方からの問い合わせがかなり多いので、当面と書いてあると逐

時聞かれるケースが大分あった。利用者のサービスを考えて５月７日と一応表記をさせていた

だいたが、ホームページ上では状況に応じて変動する場合もありますと明記させてもらってい

る。
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平田委員

図書館、博物館、サントミューゼはそれぞれ休館閉館ということで利用できない状況になっ

ているが、公民館についてはまだ１/４程度の利用がされているのか。

小泉中央公民館長

誤解を受ける説明で申し訳なかった。１/４程度というのは、感染者がまだ市内に出る前の状

況。感染者の発生を受けて利用者に連絡等を行ったが、その数が少なくて済んだというような

意味合いで使わせてもらった。現在は閉館となっている。

平田委員

公的な組織には必要に応じて貸し出し可能ということか。

小泉中央公民館長

特例としてコロナ感染対策を万全にやっているということ、公共的な意味合い、どうしても

市内において適切な施設というと限られているということで行っている。９日から閉館してい

るが、割合的なものは少なく、中央公民館では今のところ１件のみ。

酒井塩田公民館長

塩田公民館は先ほど祇園の中止という話があったが、それ以外に夏祭りの中止とかその関係

で住民自治組織、自治連で使いたいということがあるので、それは許可している。

平田委員

今後も必要なものは許可していくという認識か。

小泉中央公民館長

公共的な団体で公共性が高いというものは万全の対策を行ったうえで許可していく。

平田委員

外出自粛要請が出される中、どこまでが不要不急なのか判断も難しいと思う。くれぐれも安

全対策の徹底をお願いしたい。

横関委員

公民館でチェックシートを使うということだが、それは各公民館で共通なものなのか。

小泉中央公民館長

臨時の館長会を開き、９館統一のチェックシートを使うということで決定している。

横関委員

今後ももしそのような形で開かれるとしたら利用者には皆さんにやっていただくということ

か。

小泉中央公民館長

そのとおり。



5

横関委員

その際、熱を測ってこないという場合などがあると思うが、額で測るようなものを用意する

予定はあるか。

小泉中央公民館長

そちらについては非常に高価ということと、供給が間に合わないということもあり、とりあ

えず書面にて出してもらうこととする。それをもって確認していきたいと考えている。

横関委員

中には測ってこない方もいると思うので、普通の腋下用体温計でも良いので用意しておき

測っていただく事、手指のアルコール消毒実施の有無等をチェックしていただく事は感染予防

に重要だと考える。

こちらにいらっしゃる皆さんもそういったチェックシートで健康確認し普段の業務をしている

のか。

小泉中央公民館長

公民館については朝礼の際に、特にそれぞれからの報告はもらわないが、マスクの着用や健

康状態を確認している。例えば中央公民館だと本日１名休んでいるが、咳があり、自主的に万

全を期して休んでもらっている。そのような処置も講じている。

横関委員

こちらの部屋の中も結構な密になっている。いつどこで誰が感染しているのかわからない。

自分も感染しているかもしれないという意識をもち、それぞれが体温測定を行い健康チェック

していただき皆さんもうつさない、うつらないということを徹底していただくようお願いした

い。

峯村教育長

酒井館長、この前県で大変すばらしい賞（令和元年度公民館活動アワード）を受賞したが、

あの「みんなのしおだ食堂」は今後しばらく休みということになるか。

酒井塩田公民館長

まずは公共施設、私どもも休館しているということもあるし、あと食事を提供するというこ

となので、とりあえず今月は中止ということで団体のほうで合意形成をしてもらっている。来

月についてはもう少し先になってから判断する。

北沢委員

全体を通して上田市の対応について、市民の方から苦情、問題点の指摘があったのか。具体

的に対応したことがあればお聞きしたい。

池田スポーツ推進課長

対応どうのこうのという話ではないが、苦情はやはりきている。それは両面からの苦情。な

ぜ閉めるのだという話、それと逆で屋外施設は開いているけれど不要不急な時期に高齢者の皆

さんがマレットゴルフをやっているけれどそれはやめさせるべきではないか、マレットに限ら
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ずだが、という話。両面があるので、私どもとすればこういう考え方でやっていますというこ

とで御理解をいただいている。

浅野上田図書館長

図書館の状況だが、やはり図書館閉まっているのかということでお電話いただいていて、こ

ういう事情でということで説明をさせていただいて、御了解を頂いているというケースがほと

んどである。が、ひとつちょっと特異な話があり、以前システムを更新するときにしばらく図

書館を閉めなくてはいけないということがあった。それよりも３週間くらい前には周知をし、

今１０冊が上限だが、図書２０冊を貸し出したということがあって、なぜ今回は２０冊を貸し

てくれないのだといった話があった。その方のお考えだが、本が借りられないと本を買うお金

は保証してくれないかといったことをおっしゃる方はいらっしゃったが、なかなか御理解をい

ただけたかどうかはわからないが、丁寧にお話はさせていただいた。苦情というかそのような

御意見はいただいた。

滝沢上田市立博物館長

閉める前の４月当初の話だが、観光課へ、櫓をいつまで開けておくつもりだと、県外ナンバ

ーが駐車場にまあまああるではないかと、櫓も他県の人間を入れている場合ではないだろうと

いうような意見があったとのこと。閉めてからは何閉めているのだという意見は今のところ承

っていない。

小泉中央公民館長

今も自主的に５月・６月の利用について辞めたいという団体が多い。その一方、公民館等で

世間話とかストレス解消で集まるということができないので、上田城行って桜見るくらいしか

ストレス解消する方法ないねと言っていた人もいた。大変な時期を迎えているという認識を持

っている。

北沢委員

生の声を聴かせていただいて大変参考になった。

３ 報告事項

（１）上田市スポーツ推進審議会委員の委嘱について（スポーツ推進課）

○資料１によりスポーツ推進課長説明（要旨）

○全員了承

（２）令和２年度交流文化芸術センター主催事業予定及び主催者名義について

(交流文化芸術センター)

○資料２により久保田交流文化芸術センター副館長により説明（要旨）

○全員了承

（３）令和２年上田市立美術館事業計画について（上田市立美術館）

○資料３により清水市立美術館長により説明（要旨）
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峯村教育長

美術館の事業計画について御質問御意見がありましたら、お出しいただきたい。

平田委員

事業計画に予定されているさまざまなイベントが中止になっているが、職員の勤務状況はど

うなっているか。また、差し支えなければ、どのような不利益が出ているかお聞きしたい。

久保田交流文化芸術センター副館長

まず、事務所内の状況だが、５月の事業については大きいものが２つ、５月１６日金子三勇

士さんのピアノリサイタルと５月２４日群馬交響楽団のコンサートが控えているが、こういう

のは単発にその日だけというものではなく、３～４か月前から準備をしている。現在も中止決

定をしていないので準備をしているが、たぶんだめだろうなという中で、職員もモチベーショ

ンを維持するのが大変つらい状況というのは思っている。私どものほうでも近々には判断をし

なくてはいけない時期だと思っている。また既に４月分についても自主事業以外にも大変いろ

んな貸館事業が入っている。そのチケットもそれぞれ預かっているので、払い戻しとか、あと

５月７日まですべて閉館としたので、そのキャンセルをしてもらう連絡や使用料の払い戻しな

どで、意外にやることがいっぱいある状況ではある。メンタルの維持がむしろつらいという状

況だが、それぞれに頑張っている。

清水館長

中止になったものについては、主催でやるものは費用が発生しなくなるが、逆に館を貸して

いるものは収入がある予定だったのがその収入が見込めなくなるというマイナス面もある。

職員の状況だが、正規の職員以外に臨時の職員がたくさんいる。特に監視員と言って２階の

展覧会を黒服で監視している臨時の職員がおり、その方たちの休業補償をどうするかというよ

うなことが結構問題にはなっていて、交流文化芸術センターもそうだったが、やることはたく

さんあることはあるので、しばらくは来てもらって手伝ってもらうということを頼んでいる。

これをまた指示する、指導する準備に結構職員が手を焼いている状況がある。

もうひとつ、美術館にはミュージアムショップがあるが、これは業務委託をしているが、そ

こで働いている方たちも全く仕事がなくなっており、年間の委託契約なので委託料は払うが、

それ以外に物販をすることで利益を得ている場所なので、働いている店員さんたち４人の休業

補償は会社が考えているが、そうしたところにも影響が出ている状況。

峯村教育長

金額的にはざっとどのくらいの損失になるのか。

清水館長

ミュージアムショップは市からはほぼ５００万円年間委託料で出している。それは受付業務

をしてもらったりチケット販売をしてもらったりするので、そうしたことでやっているが、そ

れ以外にはその場所を使って自分たちの品物を仕入れて売ってもいいというような仕組みを作

っているので、利益としてはその会社はもっと入っていたと思う。その細かいところまではわ

からないが、そういう状況。
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平田委員

困難な状況であるが、第一に健康に留意され事業にあたっていただきたい。

（４）出前ときめきのまち講座について（生涯学習・文化財課）【説明なし】

○資料４

（５）学校支援ボランティアリーフレットについて（生涯学習・文化財課）【説明なし】

○資料５

（６）寄付の状況（学校教育課）【説明なし】

○資料６

（７）行事共催等申請状況について（学校教育課 生涯学習・文化財課 スポーツ推進課）

【説明なし】

○資料７－１ ７－２ ７－３

（８）公民館だより（各公民館）【説明なし】

○資料８

峯村教育長

（４）から（８）までは説明なし。事前にお送りした資料で御意見御質問があればお出しい

ただきたい。

横関委員

資料５の学校支援ボランティアのコミュニティスクールについてだが、先の見通しは立たな

いが、今年度どのようにしていくかという方向性はあるか。

竜野課長

こちらについて、まずコミュニティスクールの関係について周知をさせていたわけだが、コ

ミュニティスクールという学校を中心に行われる取り組みを今後教員の方にと、今は努力義務

化ということでされているがそのうち義務化という可能性もないとは言えない中、学校の中で

も十分対応を考えていかなければいけないということが一つある。

地域学校協働本部事業もむしろ地域が学校を支えるということの中で前よりやってきている

が、地域の皆様に学校に入っていただいて、学校の支援をしていただいている、その部分につ

いては社会教育が中心になってやっていくのかなという事で明確に分けながらも、コミュニテ

ィスクールといったものの目的が何かと言ったら学校を中心にした地域づくりをしていく、人

材づくりをしていくというのが一番の目的である。学校を真ん中にして子供を真ん中にして地

域が一緒に考えていく取り組みを地域で盛り上げていくというのが本来の目的であるので、そ

れを学校教育、生涯学習といったものがそれぞれの役割を明確にしながらもさらに連携を強め

ていく、そんな取り組みが今後展開できるような形で考えていきたいと思っている。

横関委員

今年度新型コロナウイルスの関係で、自治会連合会自体もなかなか会議が開けないような状

態で、住民自治組織もできない。そのような中でどのように住民が係わっていくか。まずは、

安全第一に考えて進めていただければと思う。

また、資料６の３のマスクだが、どのように配布する予定か。
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緑川学校教育課長

卒業式・入学式を控えた３月に寄付をいただいた。卒業式・入学式には子どもたちにマスク

着用ということでお願いをしていたわけだが、なかなか今市場にないという中で寄付をいただ

けるということでいただいたものなので、各校の児童生徒数割でそれぞれの学校に配布を行い、

基本的には卒業式と入学式で使用し、あまったものついてはその後の学校の活動の中で使って

いただきたいということで配布をさせてもらった。

横関委員

こちらの会社はこういうものを取り扱っている会社なのか。

緑川学校教育課長

よくは存じ上げないが、マスクも取り扱っているとお聞きした。

横関委員

今後医療関係でもマスクが足りなくなるということが考えられるので、教育委員会としても

新型コロナウイルス感染症対策本部に情報提供し、市としてもどのようにマスクなどを確保し

ていくかということを考えていただけたらと思う。また、他の市では消毒薬として使用する次

亜塩素酸水を配布するといった取り組みがおこなわれているところもある。そういったことも

含めて対策をしていただきたい。

また、高齢の方々がこの新型コロナウイルスに対して知識がうすい様子が公民館に来られた

方々に見られた。これだけ新聞に載っているのにといっても新聞を見ていない、新聞を取って

いない方もいる。テレビやインターネットを見ていないということになると情報が本当に無い。

西部公民館では三密についてや、今どのくらいの罹患者がいるということを大きく掲示してい

ただいた。「今どういう状態なのか」という情報収集で公民館を訪れる住民の方々もいらっし

ゃるとの事。公民館にはそのような役割もあるかと思う。感染予防も社会教育ということもあ

るかと思うので、これからも引き続き感染予防の啓発活動というのは継続してやっていってい

ただきたいと思う。ぜひ回覧等をとおして感染予防を広めていっていただきたいと思うのでよ

ろしくお願いしたい。

峯村教育長

御要望ということでよいか。

横関委員

よい。

峯村教育長

その他、連絡がある所属長はあるか。

以上を持って４月の定例会を終了する。

○全員了承

閉 会
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教育委員会会議規則第２１条の規定により署名する。


